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令和4年第4回定例会を12月2日から12月13日までの12日間の会期で開き、条例や補正予算、
陳情などについて審議を行い、いずれも原案どおり、全会一致で可決・採択した。

令和4年 第４回定例会

川西保健衛生施設組合規約の変更
　川西赤十字病院の運営費に対する財政支援についての構成市町ごとの負担割合について、算定結果によ
る数値表記から、人口と病院の利用者数による算定割合の表記に変更するもの。

東北信市町村交通災害共済事務組合規約の変更
　東北信の22市町村が共同で行っている交通災害共済の事務組合の事務所を、長野市から東御市に変更
するもの。

◇ 一部事務組合の規約改正

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定
　長野県人事委員会勧告に基づき、賞与の支給月数を一般職0.1月、再任用職員･任期付職員･特別職･議会
議員を0.05月引上げ、一般職の給与月額を増額改定するもの。

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定
　職員の育児休業の取得回数制限の緩和、非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和と取得の柔軟化を図
り、定年前再任用短時間勤務制の導入等に合わせ整理をするもの。

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定
　国家公務員の定年引上げに伴い、地方公務員法が改正されたため、町職員の定年を段階的に引き上げ、管
理監督職勤務上限年齢制(いわゆる役職定年)による降任及び転任、定年前再任用短時間勤務制などを導
入する。
　定年は、2年ごとに1年ずつ引き上げられ、令和13年度までに65歳となる。

令和4年度立科町介護保険特別会計補正予算(第2号)
　給与改定による人件費4万2千円の増額を予備費で調整

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定
　職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例制定に伴い、関連する｢職員の分限に関する条例｣、｢職
員の懲戒に関する条例｣、｢公益法人等への職員の派遣等に関する条例｣、｢職員の勤務時間及び休暇等に
関する条例｣、｢立科町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例｣、｢一般職の職員の給与に関する条
例｣、｢一般職の職員の旅費に関する条例｣を改正し、｢職員の再任用に関する条例｣は廃止するもの。

立科町議会議員及び立科町長の選挙におけるポスター掲示場の設置に関する条例制定
　町議会議員及び町長の選挙における、公設のポスター掲示場を設置するために制定する。総数は100箇所

◇ 条例の制定　2件　一部改正　3件

令和4年度立科町一般会計補正予算(第10号)
　4,323万8千円を追加し、予算の総額を59億2,997万2千円とするもの。
　歳入では過年度分災害復旧補助金7,549万6千円、別荘地の特別賃貸料800万円、辺地対策事業債2,730
万円の増額、過疎対策事業債の6,430万円の減額など。
　歳出では出産祝金9人増を見込み300万円、立科小･中学校に新入学する児童･生徒に通学用カバンを現
物支給するための経費86万円、ペレット堆肥製造装置導入に対するJAへの補助金357万8千円、下水道
会計へ補助金544万5千円の増額などの他、給与改定による人件費の増額、原油高･電気料金の高騰によ
る光熱水費の増額などが主なもの。

◇ 補正予算　5件

2



★賛成討論　今井健児
　今定例会に上程された議案について、賛成の立場から討論する。
　令和 4 年度立科町一般会計補正予算第 10 号について歳入では、財産収入として広尾高校寮跡地の賃
貸料 488 万 4,800 円が計上された。来春以降民間によるキャンプ場が生まれ、より一層の観光エリアの
活性化を期待する。
　農業振興経費では、農林水産省の環境施策の「みどりの食糧システム戦略」を JA 主体による持続可能
な食糧システムの構築に向け中長期的な観点から環境負荷軽減のイノベーションを推進するにあたり、
実施すべき取り組みメニューの一つとして、ペレット堆肥設備を導入するものである。環境にやさしい
社会への取り組みと今後の農業における生産性、品質の向上を期待する。
　今定例会に上程された条例 5 件、補正予算 5 件その他の議決案件についても反対の余地なし。引き続
き今年度の柔軟な対応と円滑な行政運営に期待し、賛成討論とする。

★賛成討論　村田桂子
　一般会計補正予算の主な内容は、長野県人事委員会勧告に伴う給与・期末手当の改定、電気料・燃料
費の高騰による増額補正である。特筆すべきは出産祝い金 300 万円増額、来年度新入学児童用の通学カ
バンの支給 86万円、女神湖センターにシェアオフィス開設に際し、民有資産の買い入れで 420 万円。
　一般会計で燃料・光熱水費の増額は計で 2,093 万円余。特別会計で 1,160 万円、合わせて 3,200 万円
余と大幅な増額補正。エネルギーの地産地消を気候危機対策からも推進が必要。
　陳情第 2号安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情については、現場の実態・
声を紹介した詳細な資料が添えられた。長期化するコロナ対応のため、現場の疲弊は限界に達しており、
早急な増員・賃金を含めた待遇改善は喫緊の課題である。軍事費よりも医療・介護の充実を願う町民の
声を挙げ、国に早急な対策を求める。

令和4年度立科町白樺高原下水道事業特別会計補正予算(第1号)
　歳入では前年度繰越金の確定で753万1千円増額、基金繰入金を202万5千円減額し、歳出では電気料と
して550万6千円を増額
令和4年度立科町水道事業会計補正予算(第3号)
　給与改定による人件費を62万2千円増額、電気料70万円の増額を予備費で調整

令和4年度立科町下水道事業会計補正予算(第1号)
　給与改定による人件費を4万5千円増額、電気料540万円の増額を一般会計補助金で調整

蓼科･中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更
　辺地対策総合整備計画について、女神湖センターのシェアオフィスへの改修事業に辺地対策債を活用で
きるようにし、併せて既決事業についても財源を変更するもの。

◇ その他　1件

安全･安心の医療･介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情書
◇ 陳情　1件

◇ 討論
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総務経済常任委員会
所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／森澤文王　副委員長／芝間教男
委　員／今井英昭　瀧澤壽美雄　榎本真弓　今井健児

12月9日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。
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。

社会文教建設常任委員会
所　管　町民課･建設環境課･教育委員会
委員長／今井 清　副委員長／中島健男
委　員／森本信明　田中三江　村田桂子　中村茂弘

12月８日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。
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12月の定例会までに、2回の臨時議会が招集され、
それぞれ次の事業費などが計上された補正予算を可決した。

第
５
回
臨
時
議
会

10
月
12
日

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

　
臨
時
特
例
給
付
金

　
国
の
「
電
力
･
ガ
ス
･
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
事
業
費
補
助
金
」
を
財
源
と
し

て
、
事
業
費
4
0
9
6
万
円
を
計
上
。

　
電
気
･
ガ
ス
･
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ

り
特
に
家
計
へ
の
負
担
の
大
き
い
低
所
得
世
帯
に

対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
と
し
て
1
世
帯
当
た

り
5
万
円
を
給
付
。

　
対
象
は
、
令
和
4
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
世
帯
ま
た
は
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
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●
小
･
中
学
校
の
給
食
費
と
保
育
園
の

　
副
食
費
の
無
償
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本
年
11
月
1
日
か
ら
実
施
。
本
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
財
源
に
活
用
し
、
事
業
費
1
2
9
2

万
2
千
円
を
計
上
。

※
無
償
化
は
来
年
度
以
降
も
継
続
予
定

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

第
６
回
臨
時
議
会

11
月
８
日

●
長
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世
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支
援
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「
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窮
世
帯
緊

急
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財
源
と
し
て
事
業
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1
2
5
1
万
円
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上
。

　
国
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す
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臨
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給
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な
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所
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世
帯
に
対
し
、
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世
帯
当
た
り
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万
円
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給
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。
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、
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年
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分
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住
民
税
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世
帯
ま
た
は
同
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事
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あ
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と
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ら
れ
る
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帯
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●
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て
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リ
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入
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き
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1
万
円
分
を
町
内
全
世
帯
に

配
布
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
活

用
し
、
事
業
費
3
3
3
9
万
円
を
計
上
。

●
地
域
公
共
交
通
燃
料
価
格
高
騰
対
策

　
事
業
者
支
援
金

　
町
内
の
公
共
交
通
事
業
者
に
対
し
、

事
業
用
車
両
台
数
に
応
じ
て
支
援
金
を

給
付
。

　
バ
ス
事
業
者
は
最
大
45
万
円
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
（
福
祉
輸
送
限
定
事
業
者

含
む
）
は
最
大
で
30
万
円
の
支
援
金
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
活
用
し
、

事
業
費
は
1
6
5
万
円
を
計
上
。

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
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町政について問う！ 一般質問 一般質問の文章は質問者の
責任で作成しています。

今定例会では、議員 7人が一般質問を行いました。

今井   清　議員 ………６ページ
①公共施設整備の現状と課題について
②空き家対策の現状と課題について

村田　桂子　議員 ………８ページ
①補聴器購入に補助制度を
②農産物直売所の充実・活性化をもとめて
③インボイス制度について

中島　健男　議員 ………７ページ
①令和 3年度教育委員会の評価報告書の内容
　及び今後の対応について

榎本　真弓　議員 ………９ページ
①相続登記義務化の周知・広報について

中村　茂弘　議員 ………７ページ
①交通安全対策について
②町営住宅の増設について
③旧三葉保育園跡地の宅地販売はいつ始まるか

今井　健児　議員 ………９ページ
①第６次立科町振興計画に係る住民意識調査に
　ついて
②令和４年度重点指針の主要施策の振興公社設
　立準備・バイオマスボイラーの検討について
③風の子広場の重要性について

芝間　教男　議員 ………８ページ
①立科町の農業について ※太字の質問を掲載。

　議事録は議会ホームページで閲覧できます。

中
央
公
民
館
及
び
周
辺
施
設
の
整

備 

計
画
の
現
状
は
。

町
長　
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
構
成
及
び
進

捗
状
況
は
。

企
画
課
長　
所
管
課
職
員
を
中
心
に
12
名

で
構
成
し
、
先
進
地
視
察
等
に
よ
り
今
後

の
整
備
や
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
学
び
、

研
究
を
深
め
て
い
る
。

 

ま
ち
づ
く
り
創
生
会
議
の
提
言
の
図

 

書
館
等
を
含
め
た
複
合
施
設
建
設
の

考
え
は
。

町
長　
ま
ち
づ
く
り
創
生
会
議
の
３
つ
の

提
言
を
尊
重
し
、
職
員
に
よ
り
調
査
・
研

究
を
深
め
て
い
る
。

国
・
県
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
。

企
画
課
長　
財
源
確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
公
共
施
設
の
整
備
に
活
用
で
き
る

補
助
金
や
地
方
債
の
調
査
を
行
っ
た
。

 

立
科
町
空
家
等
対
策
計
画
が
策
定

 

さ
れ
た
が
、
移
住
希
望
者
が
い
て
も

住
む
家
が
な
い
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
な
ど
取

り
組
み
、少
し
ず
つ
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

人
口
減
少
等
に
よ
り
、
空
き
家
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
は
。

企
画
課
長　
使
わ
な
く
な
っ
た
教
員
住
宅

を
空
き
家
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
自
分
た
ち
で

改
修
し
て
い
る
。

 

周
辺
住
民
か
ら
の
苦
情
も
多
い
、
管 

 

理
不
全
の
空
き
家
を
特
定
空
家
に
認

定
す
る
べ
き
で
は

建
設
環
境
課
長　
町
は
、
特
定
空
家
の
所

有
者
に
助
言
又
は
指
導
が
で
き
る
が
、
直

ち
に
指
導
等
の
措
置
を
開
始
す
る
の
で
な

く
、
相
談
窓
口
や
助
成
制
度
の
紹
介
等
に

よ
り
解
決
を
図
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

今井　清

問問 問問

問 問 問

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

移住者向け改修中の教員住宅

質問項目
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町
は
、
他
地
区
か
ら
蓼
科
高
校
へ 

 

通 

う
バ
ス
費
用
を
補
助
し
て
い
る

が
、
高
校
生
へ
の
支
援
は
な
い
。
提
案

だ
が
、
教
科
書
代
を
一
定
額
補
助
し
て

ど
う
か
。

教
育
次
長　
高
校
は
義
務
教
育
で
な
く
、

自
ら
進
ん
で
行
く
も
の
。
現
時
点
で
は
、

高
校
生
へ
の
支
援
は
検
討
し
て
な
い
。

 

外
部
評
価
委
員
の
評
価
・
コ
メ
ン 

 

ト
欄
に
、『
小
中
統
合
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。』
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

教
育
次
長　
小
中
学
校
と
も
、
建
築
後
、

数
十
年
経
過
し
て
い
る
。
将
来
の
建
替
え

時
に
は
、『
統
合
を
検
討
し
て
は
』
と
の

意
見
で
あ
る
。

 

今
後
の
推
進
に
つ
い
て
町
長
に
伺 

 

う
。

町
長　
十
分
に
検
討
し
慎
重
に
取
り
組

む
。
一
貫
教
育
の
方
法
論
も
含
め
総
合
的

に
考
え
る
。

 

Ｋ
Ｐ
Ｉ
検
証
シ
ー
ト
に
、
保
育
士
の 

 

確
保
が
課
題
と
あ
る
。
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

保
育
園
長　
ス
ポ
ッ
ト
で
対
応
し
て
い
る

人
数
分
の
保
育
士
の
確
保
が
重
要
。
育
休

中
の
正
規
職
員
が

３
人
い
る
。
そ
の

職
員
の
復
帰
も
考

慮
し
な
が
ら
保
育

士
確
保
を
考
え
て

い
る
。

一 般 質 問  　質問者による要約

 

野
方
か
ら
茂
田
井
間
で
一
部
歩
道 

 

が
な
く
通
学
路
で
あ
り
、
安
心
の

た
め
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
計
画
は
。

町
長　
こ
の
区
間
は
県
道
の
た
め
、
計
画

は
わ
か
ら
な
い
が
趣
旨
を
建
設
事
務
所
に

伝
え
た
い
。

町
内
企
業
に
通
勤
す
る
町
外
者

と
、
町
職
員
の
状
況
は
。

町
長　
商
工
会
調
べ
で
約
７
割
、
町
職
員

で
３
割
が
町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
。
人

口
増
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
検
討
し
た

い
。

中村　茂弘

問

問問 旧
三
葉
保
育
園
跡
地
の
宅
地
販
売

は
い
つ
始
ま
る
か

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の
増
設
に
つ
い
て

▲　工事が進む西塩沢住宅団地　▼

 

正
式
名
称
は
、『
令
和
３
年
度
立
科 

 

町
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及

び
執
行
状
況
の
点
検
及
び
評
価
報
告
書
』。

当
町
の
学
校
教
育
・
子
育
て
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
立
科
教
育
は
、
全
て
の
子
供
た

ち
に
生
き
る
力
を
つ
け
る
を
目
標
に
①
人

権
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
と
規
範
意
識
を

持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
②
自
ら

学
び
、
行
動
し
、
豊
か
な
想
像
力
と
個
性

で
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
間
を
育
成
す

る
。

 

新
聞
報
道
に
、
県
内
で
令
和
３
年
度 

 

不
登
校
児
童
生
徒
が
大
幅
に
増
加

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
休
む
こ
と
へ
の
罪

悪
感
が
薄
れ
、
登
校
意
欲
が
無
く
な
っ
た

と
の
こ
と
。
当
町
は
、令
和
２
年
と
３
年
、

不
登
校
が
小
中
学
校
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
13
名
づ
つ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
し

た
か
。

教
育
次
長　
コ
ロ
ナ
禍
を
原
因
と
す
る
不

登
校
児
童
生
徒
は
、
確
認
し
て
い
な
い
。

中島　健男

問問

問問 問問

令
和
３
年
度
教
育
委
員
会
の
評
価

報
告
書
の
内
容
及
び
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

旧
三
葉
保
育
園
跡
地
の
販
売
は
い

つ
頃
か
。

町
長　
現
在
、
造
成
工
事
を
し
て
い
る
が

年
度
内
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
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一 般 質 問  　質問者による要約

立
科
町
の
農
業
に
つ
い
て

りんごへの灌水風景（柳沢）

 

町
の
高
齢
化
率
は
36
％
以
上
。
加 

 

齢
と
と
も
に
聴
力
が
衰
え
、
人
中

に
出
る
の
を
た
め
ら
う
傾
向
が
生
ま
れ

る
。
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
、
社
会
の

一
員
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
補
聴
器

購
入
に
補
助
制
度
を
作
る
べ
き
だ
が
。

町
長　
補
助
制
度
が
あ
れ
ば
よ
い
と
は

思
う
が
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 

認
知
症
の
８
割
が
加
齢
性
難
聴
が 

 

原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
早
期
発

見
と
そ
の
対
策
が
重
要
。
町
内
の
加
齢
性

難
聴
者
は
ど
れ
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
。

早
期
発
見
の
手
立
て
を
ど
の
よ
う
に
。

町
民
課
長　
加
齢
性
難
聴
に
は
医
師
の

診
断
が
必
要
だ
が
、
町
で
は
そ
の
実
態

把
握
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
介
護
保

険
事
業
計
画
を
た
て
る
際
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
「
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
が
あ

る
か
」
な
ど
聴
こ
え
の
調
査
が
加
わ
っ

た
。
そ
の
調
査
を
受
け
て
実
態
を
把
握

し
た
い
。

 

厚
労
省
は
早
期
発
見
の
重
要
性
を 

 

指
摘
し
て
い
る
。
立
科
町
で
も
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
聴
力
検
査
を
す
る
必

要
が
あ
る
が
。

町
民
課
長　
ま
ず
、
実
態
把
握
か
ら
。

 

難
聴
者
対
策
は
ま
だ
、
緒
に
就
い 

 

た
ば
か
り
だ
が
、
と
り
わ
け
深
刻

な
の
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
加
齢
性
難

聴
。
耳
だ
け
が
頼
り
。
実
態
は
。
早
期

に
補
助
制
度
が
必
要
で
は
。

町
民
課
長　
視
覚
障
害
者
は
21
人
。
高

齢
者
は
14
人
。

町
長　
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題

だ
が
、
ま
ず
、
実
態
把
握
を
。

 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
両
直
売
所 

 

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
更
な
る
発
展
の
た
め
の
課
題
は
。

産
業
振
興
課
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主

体
が
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

菜
な
い
ろ
畑
は
駐
車
場
が
狭
い
。 

 

農
ん
喜
村
に
つ
い
て
も
駐
車
場
が

狭
い
、
ク
ー
ラ
ー
が
無
い
た
め
に
作
物

が
傷
ん
で
し
ま
う
、
売
り
場
面
積
が
狭

い
、
な
ど
課
題
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
平
成
22
年
度
に
指
定

管
理
者
が
増
設
し
た
エ
リ
ア
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

が
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

村田　桂子

問問 問 補
聴
器
の
購
入
補
助
で
、

社
会
参
加
の
保
障
を

農
産
物
直
売
所
の
改
善
・

ク
ー
ラ
ー
設
置
を

問問 問

立
科
町
の
農
業
を
ど
う
守
っ
て
行

く
か
。

町
長　
農
地
を
有
効
に
活
用
し
、
新
た

な
品
目
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
、
流
通
・

販
売
で
は
新
商
品
開
発
や
情
報
発
信
を

行
な
う
等
で
他
産
業
と
も
連
携
を
と
り
、

発
展
し
て
行
く
事
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　
行
政
と
し
て
も
そ
れ
を
下
支
え
し
て
行

き
た
い
。老

朽
化
が
進
む
農
業
用
施
設
維
持

管
理
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

産
業
振
興
課
長　
農
業
用
施
設
に
つ
い

て
は
地
域
の
共
同
作
業
に
よ
り
維
持
さ
れ

て
い
る
。
町
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
積
極
的
に
推
進
し
、
支
援
し
て
行

く
。
　
そ
の
他
土
地
改
良
区
と
連
携
し
対
応

し
て
行
く
。

　
　
立
科
町
の
農
業
の
将
来
に
つ
い
て

 

農
業
の
あ
る
べ
き
姿
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
で

農
業
専
門
職
員
を
役
場
に
置
き
、
農
業

の
将
来
を
維
持
管
理
し
て
行
く
の
は
ど
う

か
。

町
長　
従
来
か
ら
農
家
に
根
ざ
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
が
農
家
を
支
え
て
い
る
。

　
そ
れ
を
行
政
が
下
支
え
を
し
て
行
く

と
い
う
体
制
が
無
け
れ
ば
農
業
の
持
続

的
発
展
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
営
農
団
体
の
一
本
化
は
、
以
前
、
関

係
団
体
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
必
要

が
な
い
と
の
回
答
が
大
半
で
あ
っ
た
。
そ

の
経
過
を
踏
ま
え
て
組
織
に
任
せ
て
行

き
た
い
。

 

高
齢
化
が
進
み
、
小
規
模
農
家
は 

 

農
地
の
維
持
管
理
が
も
う
限
界
に

達
し
、
ま
た
、
子
ど
も
達
は
帰
ら
ず
、
空

き
家
と
な
る
農
家
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
用
施
設
も
老
朽
化
が
進

み
、
維
持
管
理
が
難
し
く
な
って
い
る
。

　
美
味
し
い
農
畜
産
物
を
生
か
し
、
農

業
を
支
え
て
行
く
体
制
を
、
早
急
に
し
っ

か
り
と
行
政
は
整
え
て
、
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
を
し
て
行
く
事
を
強
く
期
待

す
る
。

芝間　教男

問問 問

結
び
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１０
年
後
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
欲
し

い
か

町
長　
若
者
と
高
齢
者
が
融
合
し
た
自

立
堅
持
。
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
観

光
と
農
業
の
町
。「
里
の
農
業
の
活
性
化

な
く
し
て
観
光
地
な
し
。
ま
た
、
山
の

観
光
地
な
く
し
て
里
の
農
業
な
し
。」　

互
い
の
し
っ
か
り
と
し
た
互
い
の
持
つ
良

さ
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
連
携
が
な
け
れ

ば
こ
れ
か
ら
の
町
の
繁
栄
は
な
い
。

今
井
健
児　
す
べ
て
の
人
を
包
み
込
み
、

近
隣
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
町
。

日
か
ら
義
務
化
が
始
ま
る
。そ
れ
以
前
の

相
続
で
も
、不
動
産（
土
地
・
建
物
）の
相

続
登
記
は
義
務
化
の
対
象
と
な
る
。住
所

変
更
登
記
は
、相
続
登
記
と
同
様
に「
正

当
な
理
由
」が
な
く
２
年
以
内
に
変
更
登

記
申
請
を
し
な
い
で
い
る
と
、５
万
円
以

下
の
過
料
の
対
象
と
な
る
。

立
科
町
空
家
等
対
策
計
画
の
調

査 

に
、蓼
科
区
を
除
い
た
理
由
は
。

建
設
環
境
課
長　
蓼
科
区
は
町
貸
付
地

で
あ
る
こ
と
、別
荘
は
住
ん
で
い
る
か
ど

う
か
判
断
が
難
し
い
た
め
。今
後
必
要
と

な
れ
ば
検
討
す
る
。

 
周
知・広
報
の
充
実
は
。

総
務
課
長　
広
報
た
て
し
な
・
H
P
・
納

税
通
知
書
発
送
時
に
チ
ラ
シ
を
同
封
す

る
な
ど
、関
係
機
関
の
情
報
を
的
確
に
と

ら
え
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

法
律
専
門
家
と
の
連
携
や
そ
の
予 

 

算
な
ど
、相
続
登
記
制
度
の
相
談

窓
口
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

関
係
機
関
と
の

連
携
は
重
要
で
あ
る
。

個
々
の
責
任
、行
政
の
支

え
な
ど
、ど
の
よ
う
に
で

き
る
か
模
索
す
る
。

一 般 質 問  　質問者による要約

 

立
科
町
の
良
い
と
こ
ろ
ベ
ス
ト
３
・ 

 

良
く
な
い
と
こ
ろ
ワ
ー
ス
ト
３
。

町
長　

ベ
ス
ト
３

　
１
、
豊
か
な
自
然
・
歴
史
の
水

　
２
、
他
に
誇
れ
る
農
畜
産
物　

　
３
、
地
域
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
と

　
　
　
団
結
力
の
強
さ

ワ
ー
ス
ト
３

　
１
、
人
口
減
少(

特
に
少
子
化)

　
２
、
立
地(

交
通
の
利
便
性) 　
　

　
３
、
大
き
な
病
院
な
ど
の
医
療
機

　
　
　
関
、
商
業
施
設
の
不
足

今
井
健
児

ベ
ス
ト
３

　
１
、
合
併
を
し
な
か
っ
た
事

　
２
、
お
い
し
い
り
ん
ご

　
３
、
観
光
地(

白
樺
高
原)

ワ
ー
ス
ト
３

　
１
、
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
な
い

　
２
、
交
通
の
便
が
悪
い

　
３
、
突
出
し
よ
う
と
し
な
い 今井　健児

問 第
６
次
立
科
町
振
興
計
画
に
係
る

住
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

相
続
登
記
義
務
化
の
周
知
・
広
報

に
つ
い
て

問

 

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登 

 

記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
る
。法
改

正
に
よ
って
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
長　
所
有
者
不
明
の
土
地
や
管
理
不

全
に
よ
る
環
境
の
悪
化
な
ど
、利
活
用
が

で
き
な
い
不
動
産
を
総
合
的
に
見
直
す
も

の
で
あ
る
。住
民
へ
の
周
知
は
た
い
へ
ん
重

要
で
あ
る
。

総
務
課
長　
相
続
登
記
は
こ
れ
ま
で
任

意
と
さ
れ
て
い
た
が
、令
和
６
年
４
月
１

榎本　真弓

問

問問問

所有者不明土地（※）の解消に向けて、
不動産に関するルールが大きく変わります！

※登記簿を見ても所有者が分からない土地の面積は、全国で九州本島の大きさに匹敵するともいわれています

   

0

新制度について
詳しくは、以下の
二次元コードか、
｢法務省　所有者不明｣

で検索！

愛
宕
神
社
入
り
口
極
楽
坂
よ
り
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総務経済常任委員会視察 令和4年10月20日～21日
福島県須賀川市

福島県須賀川市民交流センター「tette」福島県須賀川市民交流センター「tette」福島県須賀川市民交流センター「tette」福島県須賀川市民交流センター「tette」

東日本大震災・原子力災害伝承館

　視察目的の「建設に当たってどのように住民の
意見の取り入れたか」など説明・見学をし、大い
に参考になった。
　計画の段階から延べ25回のワークショップを
開催。約1,400件の市民の意見を受け、それらを
精査し基本設計に反映した。本施設で全てを満た
すことは困難なため、他の公共施設で代替え可能
な機能やサービスは、重複しないようにした。
　建設工事費は、総額78億1,100万円。財源内
訳は、震災復興事業など国費62%、合併特例債
32%、庁舎等整備基金6％である。
　人件費を除く維持管理費は、年間2億7,800
万。太陽光、自然光、自然通風、地中熱などの自
然エネルギーを導入、省エネルギー空調機器、
LED照明、人感センサー、トイレ洗浄に井戸水を
利用している。清掃業務や警備業務、点検・保守
管理業務は、総合的管理委託方式を採用する。

　展示物より当時の津波の破壊力を実感する。
学生たちの見学者が多く、次世代に繋ぐ貴重な
資料の数々だった。
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岐阜県可児市

子育て健康プラザMANO（マーノ）子育て健康プラザMANO（マーノ）子育て健康プラザMANO（マーノ）子育て健康プラザMANO（マーノ）

高校生議会について

いじめ防止条例

１階／図書ラウンジ・レストラン・健康スタジオ・
　　　中央児童センター「にこっと」
２階／可児市役所の子育て健康福祉関係が
　　　このフロアすべてで対応できる。
　　　こども健康部（子育て支援課・こども課
　　　　　　　　　  ・健康増進課）
３階／保健センター・親子サロン絆る～む

　この施設が、子育て・健康つくりのセンターと
なっており、市役所の子ども健康部が常設され、あ
らゆる相談に応じている。施設内は赤ちゃん連れ、
学習に励む学生たちの姿が多くみられた。今後、複
合施設を作るうえで大いに参考になりました。

・介護に関する意見交換
・「子育て支援」をテーマに
　①地域医療、②子育て支援
　③起業・就職支援について
・投票率向上の方策について
　模擬投票の実施
　実際に公約やポスターつくり、実際の投票
　箱を使っての模擬投票行い、選挙への関
　心を高めてもらう実践を続ける。
・大河ドラマ「麒麟がくる」を契機に、
　これからの可児市のＰＲや集客について
・「学習支援（学校以外の学習環境の整備）」、
　「多文化共生」、「社会福祉（子育て、高齢者　
　等）」の 3つのテーマについて考え・高校生
　発議の意見書を議会・市に届け、実際に
　活かす。

　平成26年から毎年高校生議会と称して、
若い世代と意見交換。
　若い世代の意見を聴く機会をどう設ける
のか、意見交換し意見書をまとめて依頼

　「可児市子どものいじめの防止に関する条例」を平成25年に制定。いじめ防
止に特化した条例としては、全国初。いじめ防止への市の決意を示した。

　子どもが安心して生活し、学ぶことができる環境を実現するため、市や学校、保護者、市民、事業者のそれぞれ
の責務を明確化。いじめの防止及び解決に向け、責任をもって、その対策に取り組むことができるよう、それぞれ
の責務を明確にした。また付属機関として「いじめ防止専門委員会」を設置し、いじめの背景にある、社会や家庭の
問題などを明らかにして市長部局（教育委員会とは別組織）に第三者機関を設置し解決のための協議を保障。
　この条例を作って以来、いじめが減少したとのこと。いじめについてのパンフレットをつくるなどの啓発も奏功。 

３階屋上　　広々としたオープ
ンスペースには遊具が置かれ
晴れた日はここで子どもたち
の歓声が響く。健診などの待
ち時間も子どもが遊べる空間
となっている。

ＪR・私鉄可児駅前にある子育て健康プラザマーノ
（MANO）は妊娠期から若者まで、子育て支援と健康福
祉の総合センター。市の特産品を紹介するアンテナ
ショップもあり、多くの市民の利用で活気がある。

1階には全面鏡張りのスタジオや
ボール運動ができる板張りのフロア
などがあり食事もできるとあって、
多くの市民が思い思いに利用。

　大学進学・就職などにより貴重な人材が市外へ流出してる
ことが大きな課題であり、『高校生のうちから地元とつながっ
てもらうことが必要』との議会の認識と可児高校側の『地域
課題解決型キャリア教育を進める』との立場から高校生に一
緒に市の課題に取り組んでもらうことを通して地元の理解や
課題解決の提案をしてもらう高校生議会や地域課題懇談会
が実現。そこでの意見やアイデアを実際に活かすというもの
で当町としても大いに活かせる研修でした。

地域課題懇談会・・・職員・議員・高校生が一緒に研修を受け
　　　　　　　　 意見交換するもの。
平成26年 テーマ「健康づくり」可児市医師会長の講演会と

意見交換
平成27年 テーマ「どんな街に住み続けたいか、自分に
 できる事」　可児商工会議所会頭による講演・
 「可児の担い手づくり」を課題に意見交換
平成28年 テーマ「どうしたら選挙に行くのか」について意見

交換　　　　
平成29年 テーマ「駅前に必要なにぎわい」について
平成30年 「若い世代が主役のまちづくり」模擬選挙の実施

を通じた投票率向上の方策について
令和4年　①環境　②教育・福祉　③可児市のブラン
 ディングについて　議論し市に提案

子育て健康プラザマーノ
（MANO）で説明をうける。

社会文教建設常任委員会視察 令和4年10月5～6日
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関　英一さん(山部)

　

新
聞
紙
上
で
、皆
既
月
食
を

知
り
、11
月
８
日
の
夕
方
６
時

前
か
ら
ス
タ
ン
バ
イ
。

　

徐
々
に
月
が
欠
け
は
じ
め
、

７
時
過
ぎ
の
皆
既
月
食
を
み
て

８
時
過
ぎ
ま
で
撮
影
を
続
け
ま

し
た
。

　

我
が
家
の
東
の
畑
で
カ
メ
ラ

を
三
脚
に
セ
ッ
ト
。お
よ
そ
40

倍
に
倍
率
を
セ
ッ
ト
し
、ピ
ン
ト

を
合
わ
せ
ま
す
。

　
ま
ん
丸
、半
月
、三
日
月
と
進

む
天
体
シ
ョ
ー
。寒
さ
が
体
に

し
み
て
き
ま
し
た
が
、今
し
か

な
い
と
の
思
い
で
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

　

40
枚
ほ
ど
撮
り
ま
し
た
が
そ

の
中
で
３
枚
を
チ
ョ
イ
ス
。

　
「
皆
既
月
食
中
に
、月
に
天
王

星
が
隠
れ
る
天
王
食
も
重
な
る

天
体
シ
ョ
ー
は
４
４
２
年
ぶ
り
」

と
の
事
で
、期
待
し
ま
し
た
が

確
認
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

11 月の天体ショー

議会活動について「ご意見・ご要望」をお聞かせください。
発行／長野県立科町議会　　編集／議会だより編集委員会
〒384-2305　長野県北佐久郡立科町芦田2532番地　TEL（0267）88‐8413 有線2311　FAX（0267）56‐2310
E‐mail  gikai@town.tateshina.nagano.jp　URL　http://www.town.tateshina.nagano.jp 議会ホームページ

　
冬
の
到
来
と
と
も
に
寒
さ
が

増
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
々
も
雪
で
白
く
な
り
一
段

と
冷
え
込
ん
で
来
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
行
動
制
限
も
な
く
な

り
、
ス
キ
ー
場
も
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
正
月
に
は｢

久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
。｣

と
い
う
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。

　
立
科
に
寮
の
あ
る
國
學
院
大

学
も
箱
根
駅
伝
で
４
位
と
い
う

好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
ま
す

が
、｢

あ
っ
た
か
燃
料
券｣

を
有

効
に
使
い
、
元
気
で
こ
の
冬
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。中

村
茂
弘

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

　
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長 

村 

田 

桂 

子

副
委
員
長 

中 

村 

茂 

弘

委　
　
員 

榎 

本 

真 

弓

 

中 

島 

健 

男

 

芝 

間 

教 

男

 

今 

井 

健 

児

集
後
記

編
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